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太平洋文化の懸け橋に.／

旧禾垂面、豪華客船の完成予想図を披露
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日本郵船㈱から正式受注し，当所で建造さ

れる世界超一流のクルーズ客船の概要と完成

予想図が,g月22日に開かれた日本郵船㈱主

催のクルーズ事業進出披露パーティーで発表

された。

この席には，日本郵船㈱の小野会長，宮岡

社長をはじめとする幹部が出席。当社から飯

田社長，田代，相川両副社長，当所より宮崎

所長らが出席。宮岡社長から, 「日本郵船㈱

はクルーズ事業に進出することを決定しまし

た。本船の建造を第一歩として，太平洋沿岸
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諸国の皆様から愛されるクルーズ船隊を造り

あげ， “太平洋文化の懸け橋'，となるべく努

力していきます」と挨拶がのべられ，その後

本船の概要を発表された。

本船は，白を墓調としたスマートな船型で，

太平洋でのクルーズを考慮し，揺れの極少化

を図ったデザインとしている。船名は「光輝

く太平洋の世紀」をイメージしたものになる

予定｡また,会場には,命の模型も展示され，
出席者の注目を集めていた。

このクルーズ客船は，来年初めから建造が

始まり，昭和65年e月|こ完成予定。

炉茸や

一一

一

鱒W
趣

舗製恕唄回､両国5N面面､図画ppm■画n画■■n回ロロロロロ■ﾛ■ﾛ■麗画■■血■■皿■画■■■■里
一一

口雨■屯■

q司呵可可可冠守回｡軍国 －－･ 咀晶廷 一

■■■■、■■■■■■町■■■■■■■■■■■■■■■血■■回■画■■■■里
些些迄a"語 ．

L

= ■■ b

■ ▲菫雲霧蕾 み
ん
な
の
社
内
報
「
長
一

日本郵船向け豪華客船の完成予想図とクルーズ事業進出披露パーティー会場で
左から宮岡社長，飯田社長，小野会長
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日本郵船向け超一流のクルーズ客船
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長
船
・
長
研
の
新
技
術
を
随
所
に
適
用

当
所
及
び
奨
研
が
取
組
ん
で
い
る
未
来
に
向
け
て
の
新
技
術

新
製
舳
を
、
今
月
か
ら
「
創
世
紀
へ
つ
な
ぐ
新
技
術
」
と
題
し

て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
。
第
１
Ⅲ
Ⅱ
は
、
こ
の
ほ
ど
受
注
が

決
ま
っ
た
Ⅱ
本
郵
船
向
け
「
豪
華
ク
ル
ー
ズ
客
船
」
に
熊
点
を

合
わ
せ
、
そ
こ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
新
技
術
を
紹
介
す
る
。

刈
所
は
戦
前
、
Ⅲ
隻
近
い
客
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を
建
造
し
た
歴
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が
あ
る
が

職
後
は
初
め
て
の
こ
と
。
本
船
は
昭
和
筋
年
６
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に
完
成
予
定

で
、
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に
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を
み
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一
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》
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ョ
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ホ
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も
劣
ら
な
い
客
室
な
ど
、
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高
の
レ
ジ
ャ
ー
設

術
が
伽
わ
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
船
旅
と
い
う
陸
に
は
な

い
夢
と
遊
び
の
生
活
が
同
時
に
味
わ
え
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
船
特
有
の
安
全
性
・

偏
細
性
の
確
保
、
船
体
連
動
・
振
動
・
駁
音
の
軽
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と
い
っ
た

陳
に
は
な
い
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
に
、
レ

ジ
ャ
ー
と
技
術
を
結
び
つ
け
る
新
分
野
が
開
拓
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
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すばらしい意匠のデザインを500室近い客

室に具現。豪華な内装と最高級の設備をもつ

た客室は， クルーズ客の憩いの場。

プール

さんさんと輝く太陽の下，プールで泳ぎ，

日光浴。季節によっては屋内プールも楽し

める。泳いだ後はサウナで汗を流し，マツ

サージのサービスも。
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ディスコ

ダイニングルームで夕食，ショーラウンジ

でショーを楽しみ，その後はディスコで軽く

飲みながらの－踊り。軽快な音楽と，快い酔

いですばらしい夜を満喫できる。

自由自在な操船
バウ・スラスター，二車lll二舵，可変ピッチ・プ

ロペラをコンピューターで制御することにより，

レバー1本で（ジョイスティック・コントロール）

思いどおりに船を動かせる。このため，ひんぱん

で複雑な接岸，離岸時の操船力§，非粥に簡略化さ

れる。スムーズな船の動きは，見る人に感銘をﾉj･

えることだろう。

最新ニュースが客室へ
海上衛星通信装置インマルサットを2台装附し，

太平洋上の客室から1阯界中どこへでも祗話がかけ

られ，毎日の最新ニュースが衛星.をII'継して受信

し客室へ配られる。 また，衛星テレビ専用アンテ

ナが装術され， スーパーボールやワールドシリー

ズが生中継で船内で楽しめるなど，新時代の通信

システムを装備。

電気推進システム
電気推進方式は，静かで操縦性に優れた交流モ

ーターで，可変ピッチプロペラをスムーズに回転

させる。推進モーターのIbl転数を自在にコントロ

ールできる新装置も。 また，パワーマネジメント

システムによi),発電機エンジンは電力の変化に

合わせて内勤的に述転台数が制御され，常に最適

な述転状態を保つ。
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の
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容
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「
客
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を
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り
た
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」
多
く
の

造
船
屋
の
夢
だ
と
良
く
言
わ
れ

る
。
私
も
そ
う
で
あ
っ
た
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現
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と
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と
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ダイニングルーム

一流シェフが腕によりをかけた各国の料理

が出され，毎晩フルコースの豪華なディナー

が楽しめる。セカンドレストランでは，すし

や刺し身のサービスも。

■圏E L_ー -，7罵湖
I

…珊
悪琴ﾛ

墨

h
■

里
■蕊

■■

ロ
１
１

一・F＝r一~■

匡 鹿
、

ショーラウンジ

ショーラウンジ， メインラウンジでは，す

ばらしい音響，舞台設備で，ブロードウェー

の一流ダンサー，エンタテイナの最高のショ

－が楽しめる。
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今年4月始めから，第一ドックで建造を進めてい

た日本郵船㈱向け豪華クルーズ客船「クリスタルハ

ーモニー｣(当所2100番船、約4万9,400総トン)が9

月30日進水した。

満船飾りに彩られた「クリスタルハーモニー｣は，

関係者が見守る中を，午前9時30分に出渠を開始し，

白く輝く船体を長崎港に浮かべた。

この日は，世界最高級の豪華クルーズ客船の進水

とあって，数10社の報道陣による取材が早朝から行

われ，進水の模様や関係者の声などが，新聞，テレ

ビ，ラジオなどで全国に紹介された。

「クリスタルハーモニー」は，向島岸壁に接岸さ

れ，いよいよ艤装工事が本格化する。

竣工は来年6月末の予定。
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ｋ
家
族
の
方
に
も
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
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崎
港
に
白
く
輝
く
船
体
を
浮
か
べ
た
「
ク
リ
ス
タ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

‘.-名?

鍵

跡

■

ご

ｆ

蕊識~＆

…溌繊鯛
や
も唾心

:瀬廃熱藤灘

要

錘

職

暁』

畢

霞

一
或
雛
熱
、
二
協
織
恥
鰯
郷
轆

っ
た
。
船
は
乗
る
か
造
る
か
迷
っ
た
末
、
大
学
は

ザ
色
７
０
１
グ
ー

船
学
科
と
し
た
が
、
遊
び
（
部
活
）
は
航
空
部
と
し
垈

当
時
、
新
入
部
員
の
訓
練
は
、
ム
キ
出
し
座
席

初
級
機
に
一
人
が
乗
り
、
吃
人
騨
が
こ
れ
に
ゴ
ム
ゞ

を
か
け
て
引
張
っ
て
飛
ば
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
《

索
を
引
く
。
機
を
追
っ
て
走
り
元
の
位
置
ま
で
運

そ
れ
を
巧
回
程
繰
り
返
し
て
や
っ
と
搭
乗
の
番
が

て
も
飛
行
時
間
釦
秒
。
辛
い
作
業
の
割
に
は
報
酬

少
な
い
。

多
す
ぎ
る
新
入
部
員
を
ふ
る
い
落
す
シ
ゴ
キ
で

夏
の
合
宿
を
く
ぐ
る
と
半
数
が
抜
け
た
。
ウ
ィ
ン

で
引
い
て
高
度
捌
刷
を
飛
ぶ
中
級
機
に
乗
っ
て
ど

じ
め
て
空
は
甘
美
と
な
る
。
飛
行
機
に
曳
か
れ
て

度
２
千
吋
で
離
脱
す
る
上
級
機
に
乗
る
頃
に
は
一
・

前
を
気
取
っ
た
。
造
船
科
の
花
任
教
授
か
ら
は
「
｜

ん
な
こ
と
に
時
間
と
っ
て
は
卒
業
で
き
ん
。
即
刻
》

部
」
の
忠
告
を
受
け
た
が
続
け
た
。

４
年
の
夏
、
大
阪
の
八
尾
飛
行
場
で
全
国
大
会

訓
練
に
参
加
し
て
い
た
。
新
品
の
上
級
機
で
生
駒

脈
上
空
２
千
牌
で
飛
行
機
か
ら
離
れ
、
斜
面
上
昇
一

に
乗
っ
て
滞
空
時
間
を
稼
ぐ
訓
練
だ
っ
た
が
、
高

判
定
を
誤
り
飛
行
場
に
帰
り
着
か
ず
民
家
集
落
陰

突
。
機
は
大
破
。
身
は
カ
ス
リ
傷
一
つ
無
し
で
、

ヨ
ゲ
て
は
見
せ
た
が
心
は
英
雄
気
分
だ
っ
た
。

し
か
し
日
が
経
つ
に
つ
れ
恐
さ
が
つ
の
っ
て
来
，

長
船
へ
の
就
職
も
決
っ
て
お
り
「
空
は
止
め
た
」

言
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
面
子

あ
っ
て
冬
の
合
宿
で
再
び
生
駒
上
空
を
飛
ん
で
い

方
向
舵
を
操
る
両
の
脚
が
突
然
震
え
出
し
て
止
ま
↑

な
い
。
機
は
方
向
が
定
ま
ら
な
い
。
震
え
は
着
陸

瞬
間
ま
で
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

初
級
機
で
は
教
官
の
怒
声
が
聞
え
た
。
中
級
機

は
司
令
所
の
旗
の
合
図
が
見
え
た
。
上
級
機
で
は
．

航
機
か
ら
の
有
線
電
話
が
切
れ
た
後
、
通
信
機
も
．

く
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
指
示
も
無
い
孤
独
。
弧

の
恐
怖
を
散
々
味
わ
っ
て
や
っ
と
卒
業
し
た
。

造
船
の
現
場
も
大
草
の
ヨ
ッ
ト
も
厳
し
さ
が
無

っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
孤
独
だ
け
は
無
縁
で
大
い

満
足
し
て
過
し
た
．
、
‐
島
″

撫
緊
鰹
諜
鱸
州
蝋
篭
鰡
鶴

て
の
親
切
な
指
示
が
あ
り
、
脚
が
震
え
る
こ
と
は

一
鉢
り
の
榊
測
釧
州
伽
坐
洲
州
朏
礎

か
つ
た
。
訂

ら
「
ブ
ラ
ボ

繍
紬
鮮
誹
の
螺
を
隣
一

で
何
年
か
か
．

て
見
た
い
。

平
成
元
年
３
月
、
セ
ス
ナ
で
単
独
飛
行
に
出
し
蘓

｝

ー

海
と
空
と

＃
争
餅
呼
吸


